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金田町人の動き 

( 1月1 日現在） 

世帯数 2. 63 5 

人 口 9. 5 4 8 

男 4. 684 女 4. 864 

出 生 15 死 亡 6 

転 入 29 転 出 22  ' 
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成
人
の
日
の
一
月
十
 

五
日
、
中
央
公
民
館
で
 

大
人
の
仲
間
入
り
を
し
 

た
青
年
諸
君
を
祝
福
す
 

る
成
人
式
が
行
な
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

今
年
の
成
人
者
は
、
 

昭
和
三
十
四
年
四
月
一
一
 

日
か
ら
昭
和
三
十
五
年
 

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
 

た
方
で
、
該
当
者
は
百
 

十
七
名
で
し
た
が
、
六
 

十
九
名
が
出
席
さ
れ
、
 

（
翻
者
は
新
た
な
希
望
 

で
列
席
さ
れ
た
こ
と
で
 

し
よ
う
。
 

町
長
の
祝
辞
の
あ
と
 

議
会
議
長
、
青
年
会
会
 

長、 

41 
学
校
以
「
業
時
の
 

恩
師
の
代
表
の
方
々
の
 

お
祝
い
の
辞
を
い
た
だ
 

き
ま
し
た
。
 

町
長
よ
り
、
記
念
品
 

が
贈
ら
れ
、
成
人
を
代
 

表
し
て
森
藤
光
博
さ
ん
 

が
答
辞
を
述
べ
、
そ
の
 

後
祝
宴
に
移
り
、
自
慢
 

の
歌
が
披
露
さ
れ
全
員
 

の
菖
才
三
唱
で
意
義
深
 

い
式
典
を
十
三
時
に
終
 

了
し
ま
し
た
。
 

心
よ
り
成
人
諸
君
の
 

前
途
の
ご
多
幸
を
お
祈
 

り
す
る
と
と
も
に
、
国
 

家
社
会
へ
の
寄
与
を
切
 

望
し
ま
す
。
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2
月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

和
名
 
如
 
月
（
き
さ
ら
ぎ
）
寒
さ
が
き
び
し
い
の
で
、
 

着
物
を
さ
ら
に
重
ね
る
。
衣
更
着
か
ら
二
月
を
如
月
と
い
 

」つ。 
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署
m
 

日 日 日 日 日 日 日日 日 日 

成
人
病
予
防
週
間
 

針立節 

供
 
養春分 

建
国
記
念
日
 

聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
l
 

乳
児
検
診
 

旧

正

月

 

心
配
ご
と
相
談
 

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
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田
 

金
 

182 号 第
 

報
 

町
 

議

会

だ

 よ
 
り
 

議

会

事

務

局

 

昭
和
五
十
四
年
第
十
回
定
例
 

町
議
会
が
昭
和
五
十
四
年
十
一
一
 

月
二
十
一
日
本
町
議
会
議
事
堂
 

に
招
集
さ
れ
、
 

一
日
間
の
会
期
 

に
よ
り
諸
議
案
が
慎
重
審
議
さ
 

れ
、
次
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
可
 

決
さ
れ
ま
し
た
。
 

0
議
案
第
六
十
二
号
 
金
田
町
 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
 

選
任
に
つ
い
て
 

《
選
任
同
意
》
 

住
所
 
田
川
郡
金
田
町
大
字
 

金
田
九
二
四
番
地
 

氏
名
 
倉
 
石
 
正
 
義
 

生
年
月
日
 
昭
和
十
一
年
五
 

月
二
十
四
日
生
 

e
議
案
第
六
十
三
号
 
金
田
町
 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
 

補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て
 

《
指
名
推
せ
ん
》
 

①
選
挙
管
理
委
員
（
4
人） 

L
大
字
神
崎
ゴ
ー
四
八
番
地
 

相
原
明
治
 
昭
和
六
年
 

十
一
月
三
日
生
 

z
大
字
金
田
一
O
四
〇
番
 

地
 
藤
本
富
士
松
 
明
 

治
四
十
年
四
月
五
日
生
 

＆
大
字
神
崎
一
一
七
三
番
 

地
 
森
 
重
孝
 
大
正
 

十
五
年
三
月
三
日
生
 

‘
大
字
金
田
一
一
四
五
ー
 

三
番
地
 
杉
 

茂
 

昭
和
五
年
六
月
三
日
生
 

②
選
挙
管
理
委
員
会
補
升
員
 

(4
人） 

第
1
補
充
員
 

大
字
金
田
七
六
五
番
地
 

福
田
耕
蔵
 
明
治
四
十
 

三
年
十
一
月
二
＋
七
日
 

生
 

第
2
補
充
員
 

大
字
金
田
九
三
三
ー
三
 

番
地
 
香
月
久
幸
 
大
 

正
八
年
二
月
十
九
日
生
 

第
3
補
充
員
 

大
字
金
田
四
三
ニ
ー
一
 

番
地
 
亀
田
辰
雄
 
大
 

正
六
年
五
月
五
日
生
 

《
辞
退
届
出
》
 

第
4
補
充
員
 

大
字
金
田
一
五
六
三
ー
 

五
番
地
 
柴
田
鉄
男
 

昭
和
五
年
九
月
二
日
生
 

田
議
案
第
六
十
四
号
 
金
田
町
 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
 

つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

O
議
案
第
六
十
五
号
 
単
純
労
 

務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
 

与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
 

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

8
議
案
第
六
十
六
号
 
金
田
町
 

育
児
休
業
に
係
る
給
与
等
に
 

関
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

の
議
案
第
六
十
七
号
 
金
田
町
 

立
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
 

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

消

防

 だ
 
よ
 
り
 

総
 
務
 
課
 
消
 
防
 
係
 

昭
和
五
十
五
年
下
田
川
四
カ
 

町
消
防
出
初
式
が
一
月
六
日
（
 

日
曜
日
）
糸
田
小
学
校
々
庭
に
 

お
い
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
 

た。 こ
の
晴
れ
の
出
初
式
に
お
い
 

て
次
の
方
々
が
消
防
使
命
達
成
 

に
尽
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
数
 

A
の
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
、
今
 

後
も
一
層
住
民
福
祉
の
た
め
に
 

健
斗
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

昭
和
五
十
四
年
は
、
無
火
災
 

で
あ
り
、
金
田
町
に
田
川
地
区
 

消
防
本
部
消
防
長
表
彰
、
社
団
 

法
人
田
川
地
区
消
防
協
会
長
表
 

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
表
彰
受
 

賞
者
は
次
の
方
々
で
す
 

⑥
福
岡
県
知
事
感
謝
状
 

【
永
年
勤
続
】
 

桑
野
 
軍
治
 

（
一
一
分
団
）
 

若
林
 

桂
 
（
三
分
団
）
 

荒
木
勇
久
雄
 
（
三
分
団
）
 

⑥
優
良
消
防
団
員
表
彰
 

（
県
協
会
〕
 

香
月
 
健
次
（
本
部
分
団
）
 

松
村
 
照
利
 

（
一
分
団
）
 

平
井
 
誠
一
 

（
一
分
団
）
 

蜂
屋
 
憲
一
 

（
ニ
分
団
）
 

池
長
 

昇
 
（三
分
団
）
 

⑥
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
 

彰
 

【
＋
年
表
彰
】
 

谷
口
重
太
郎
（
本
部
分
団
）
 

鼻
野
 
幸
司
 
（
一
分
団
）
 

上
村
 
幸
文
 
（
一
一
分
団
）
 

相
原
 
義
春
 
（
三
分
団
）
 

【
十
五
年
表
彰
】
 

勝
野
 
政
博
（
本
部
分
団
）
 

コ
ー
十
年
表
彰
】
 

桑
野
 
軍
次
 
（
二
分
団
）
 

若
林
 

桂
 
（
三
分
団
）
 

荒
木
勇
久
雄
 
（
三
分
団
）
 

【
ニ
十
五
年
表
彰
】
 

永
富
 

保
男
 
（
三
分
団
）
 

春
永
 

清
 
（
三
分
団
」
 

【
三
十
五
年
表
彰
】
 

茂
田
 

雲
平
 
（
一
分
団
）
 

O
議
案
第
六
十
八
号
 
決
算
の
 

認
定
に
つ
い
て
 《

原
案
可
決
》
 

。
議
案
第
六
十
九
号
 
昭
和
五
 

十
四
年
度
金
田
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
（
第
5
号
）
に
つ
 

い
て
 

補
正
額
 
七
〇
、
 

一
二
〇
千
 

円
 

《
原
案
可
決
》
 

の
議
案
第
七
十
号
 
昭
和
五
十
 

四
年
度
金
田
町
国
民
健
康
保
 

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
 

3
号
）
に
つ
い
て
 

補
正
額
 

二
五
二
千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

①
議
案
第
七
十
一
号
 
昭
和
五
 

十
四
年
度
金
田
町
簡
易
水
道
 

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
 

号
）
に
つ
い
て
 

補
正
額
 

一
五
、
三
三
三
千
 

円
 

《
原
案
可
決
》
 

の
議
案
第
七
十
二
号
 
昭
和
五
 

十
四
年
度
金
田
町
水
道
事
業
 

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号） 

に
つ
い
て
 

補
正
額
 
三
、
〇
〇
九
千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

e
議
案
第
七
十
三
号
 
工
事
請
 

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

①
議
案
第
七
十
四
号
 
工
事
請
 

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

◆
請
願
書
の
審
議
 

①
一
般
消
費
税
の
新
設
に
反
 

対
す
る
請
願
 
《
採
択
》
 

②
灯
油
な
ど
生
活
必
需
品
の
 

価
格
の
高
騰
抑
制
と
安
定
 

供
給
を
促
進
す
る
た
め
の
 

請
願
 

《
採
択
》
 

③
 

カ
ル
線
廃
止
反
対
に
 

⑥
優
 

防
団
員
表
彰
 

（
郡
支
部
）
 

高
橋
 
峯
男
（
本
部
分
団
）
 

中
川
 
大
三
 

（
二
分
団
）
 

⑥
金
田
町
町
長
表
彰
 

田
村
 

一
人
（
本
部
分
団
）
 

原
口
慎
一
郎
（
本
部
分
団
）
 

吉
本
 
浩
三
 

（
一
分
団
）
 

香
月
 
光
広
 
（
一
分
団
）
 

持
尾
 
俊
介
 
（
一
一
分
団
）
 

関
す
る
請
願
 
《
採
択
》
 

④
金
田
町
立
金
田
小
中
学
校
 

に
お
け
る
教
育
条
件
整
備
 

及
び
教
職
員
定
員
増
に
関
 

す
る
請
願
 

《
採
択
》
 

◆
陳
情
書
の
審
議
 

①
鉱
害
被
害
状
況
調
査
に
つ
 

い
て
の
陳
情
 
《
採
択
》
 

②
長
期
入
院
患
者
に
生
活
補
 

給
金
の
支
給
及
び
そ
の
他
 

に
つ
い
て
の
陳
情
 

《
採
択
》
 

②
し
尿
収
集
運
搬
料
金
に
関
 

す
る
陳
情
 
《
産
業
経
済
 

民
生
委
員
会
に
付
託
、
継
 

一
 

続
審
査
V
 

◆
意
見
書
の
審
議
 

①
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
 

数
の
改
善
に
関
す
る
意
見
 

書
 

《
決
定
》
 

②
灯
油
の
供
給
確
保
と
価
格
 

安
定
及
び
生
活
必
需
品
の
 

価
格
高
驚
抑
制
に
関
す
る
 

意
見
書
 

《
決
定
》
 

③
国
鉄
ロ
ー
カ
ル
線
の
確
保
 

と
国
鉄
新
線
建
設
促
進
に
 

関
す
る
意
見
書
《
決
定
》
 

◆
決
議
書
の
審
議
 

一
般
消
費
税
創
設
反
対
に
 

関
す
る
決
議
 
八
決
定
v
 

金
 
田
 
町

老

人

会

 

俳

句

短

歌

同

好

会

 

一
 

【
俳
句
】
 

辰
島
 
宗
一
 

迎
へ
た
る
八
十
路
の
坂
や
 

年
新
 

原
田
 
豊
茂
 

玉
砂
利
の
音
す
が
す
が
し
 

七
五
三
 

岩
野
 
克
芳
 

賀
状
書
く
悪
筆
ゅ
え
に
 

心
し
て
 

桑
野
っ
る
絵
 

物
音
は
心
の
救
ひ
霧
の
中
 

清
水
 
政
恵
 

亡
き
夫
の
思
ひ
出
に
生
き
 

春
を
待
つ
 

竹
宗
 
幸
子
 

寒
鱒
を
料
る
手
元
の
 

あ
ぶ
な
げ
に
 

植
高
 
誠
一
 

（
二
分
団
）
 

森
 
五
十
男
 
（
三
分
団
〕
 

大
島
 
尚
武
 
（三
分
団
）
 

⑥
消
防
事
務
担
当
者
表
彰
 

（
県
協
会
）
 

早
川
 
正
春
 

⑥
下
田
川
四
カ
町
事
務
担
当
者
 

表
彰
 

早
川
 
正
春
 

第

三

回

青

少

年

 

空
手
道
筑
豊
大
会
開
催
さ
る
ク
 

12 

月
 23 

日
金
田
小
学
校
体
育
 

館
に
於
い
て
全
日
本
空
手
道
筑
 

豊
大
会
（
拳
修
館
主
催
）
に
よ
 

り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
の
趣
旨
は
明
日
を
背
 

負
う
若
者
が
大
き
な
理
想
を
掲
 

げ
、
そ
れ
に
向
っ
て
突
き
進
ん
 

で
ほ
し
い
と
考
え
、
そ
し
て
社
 

会
体
育
振
興
の
た
め
に
開
催
し
 

た
も
の
で
す
。
当
日
は
雨
天
で
 

あ
り
寒
さ
も
一
段
と
き
び
し
い
 

中
で
あ
り
ま
し
た
が
、
チ
ビ
ッ
 

コ
達
は
有
段
者
の
指
導
で
一
生
 

懸
命
寒
さ
に
負
け
ず
大
き
な
声
 

で
元
気
よ
く
、
 
エ
イ
ー
ヤ
ー
と
 

体
育
館
い
っ
ば
い
に
気
合
が
ひ
 

び
く
。
 
催
し
で
は
チ
ビ
ッ
コ
の
 

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
試
合
、
型
、
瓦
 

角
材
手
足
割
り
等
い
ろ
い
ろ
披
 

露
を
し
ま
し
た
。
 

空
手
を
修
業
す
る
者
は
、
け
 

し
て
人
に
害
を
及
ぼ
し
て
は
い
 

け
な
い
。
社
会
の
め
た
に
な
る
 

よ
う
に
空
手
術
も
必
要
だ
し
、
 

道
も
必
要
。
す
な
わ
ち
精
神
が
 

た
い
せ
つ
で
あ
る
。
難
に
ぶ
っ
 

つ
か
っ
た
ら
避
る
よ
う
に
、
‘
自
 

分
か
ら
進
ん
で
、
難
に
ぶ
っ
か
 

っ
て
は
い
け
な
い
。
争
い
は
和
 

し
て
避
け
、
暴
力
は
忌
避
し
こ
 

れ
に
反
せ
ば
信
を
失
い
、
身
を
 

亡
ぼ
す
。
空
手
に
先
手
な
く
技
 

に
き
わ
ま
り
な
し
、
内
に
慢
心
 

の
心
あ
れ
ば
向
上
の
道
と
ぎ
さ
 

る
。
道
を
学
ぶ
こ
と
に
い
そ
し
 

め
ば
心
身
と
も
に
磨
か
れ
て
人
 

格
は
陶
治
さ
れ
む
。
空
手
は
体
 

究
練
磨
、
心
身
練
磨
、
人
格
陶
 

治
の
道
と
し
て
励
ま
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

「
礼
に
始
ま
つ
て
礼
に
終
る
 

人
に
打
た
れ
ず
人
打
た
ず
、
事
 

無
き
を
基
と
す
る
」
空
手
道
精
 

神
を
忘
れ
ず
、
う
ま
ず
た
ゆ
ま
 

ず
修
練
に
心
が
け
る
こ
と
で
あ
 

り
、
こ
の
精
進
は
道
場
の
内
外
 

を
問
わ
ず
、
空
手
道
を
志
す
者
 

と
し
て
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
 

こ
と
で
す
。
人
間
は
第
一
誠
の
 

心
を
も
っ
て
人
に
尽
す
こ
と
が
 

字
野
か
な
女
 

胸
円
く
春
着
の
似
合
う
 

娘
の
肢
し
 

前
 
チ
ェ
子
 

お
正
月
ひ
よ
う
き
ん
顔
の
 

猿
は
も
て
 
！一 

屠
蘇
注
ぐ
や
子
譲
醸
「
一
一
 

一
 

（ 
ふ
か
な
 

”
秋
草
を
 

）
げ
る
 

J
 

」
‘
？
、
、
 

青
く
澄
み
て
る
た
り
き
 

一 

千
手
佐
超
子
 

高
木
美
代
子
一
 

刈
終
え
孫
を
抱
き
あ
 
園
芸
に
趣
味
を
持
ち
た
る
友
』
 

幼
な
き
指
が
ひ
つ
つ
 

夫
婦
の
 

庭
も
い
つ
し
か
菜
」
 

・
・
‘
 

ョH
』
 

】一、【」 

ソ
 

．
 

一，,,,,,，、5
,,,,,?2
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ニ
月
詠
草
 
国
馴
鞠
）
一
 

一 

‘
月
細
難
稀
泳
〈
 

？ 

公
巨
費
牟
亘
P
i
 

l

．
ー
乙
た
‘
弘
〈
 

（
 

ー
 

～ 

r
 

h 
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一
 

） 

議
師
 
友
清
隆
雄
．
 

鳶
オ
 
明
彦
一
 

縛
舞
鳶
競
「
」
物
ゅ
鱗
雌
鶏
恕
 

リ
き
見
せ
て
美
し
 

と
け
は
じ
む
 

一 

一 

小
野
ト
メ
子
 

福
田
 

昌
一
 

梅
も
ど
き
ま
赤
き
ー
つ
び
と
 

つ
ゆ
だ
ま
 

か
が
 

つ
に
露
玉
の
 
真
珠
の
輝
や
 

u
）尋燕”心（ 

暗
雲
た
れ
台
風
近
づ
く
病
院
 
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
教
室
で
学
 

（
で
 

一
人
留
守
居
の
吾
娘
思
 
び
る
た
る
少
女
ら
の
 
瞳
は
 

u
 

き
ぼ
つ
ま
む
 

園
に
変
る
 

）
鉱
害
の
復
旧
さ
れ
し
田
の
広
 
病
な
ど
知
ら
ぬ
と
豪
語
せ
し
一
 

一 
々
と
 

タ
映
え
に
明
る
く
黄
 
友
は
 

見
舞
ひ
し
吾
に
細
り
（
 

金
を
輝
や
か
す
 

し
手
を
伸
ば
す
 

一 
》
 

し
物
を
着
て
 

』
お
遍
路
も
足
速
に
歩
く
小
春
 
黄
昏
の
旅
で
聞
き
る
る
流
行
 

爪
生
 
女
礼
一
一
 

初
春
や
ふ
く
ら
み
少
し
 

一（ 

梅
つ
ぼ
み
 

斉
藤
ナ
ミ
子
一
一
 

初
鏡
古
稀
と
は
見
へ
ぬ
 

』 

【
短
歌
】
 

舞
姿
 

一） 

辰
島
、
宗
一
 

初
夢
に
富
士
の
裾
野
の
 

ナ
ス
ー
つ
だ
に
 

一
（
影
曳
き
て
 
白
鷺
い
く
つ
舞
 
い
づ
こ
に
こ
ぎ
ゆ
く
ら
む
姫
 
」 

タ
カ
狩
り
に
 

一 
一
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・
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ミ
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ミ
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ミ
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ミ
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、
 
ー

ソ

 

【
一
一
・
・
 
し

I

 、
芭
g
ーゴこ 

《
、
・
、
 

一 
・
 
、
 

冶
か
山
 

、
 

一
 

い
 

藤
林
 
俊
信
 

お
遍
路
も
足
速
に
歩
く
小
春
 

日
の
 

た
そ
が
れ
迫
る
篠
栗
 

の
道
 

並
川
 
君
子
 

黄
昏
の
旅
で
聞
き
る
る
流
行
 

あ
か
り
 

歌
は
 

吾
の
心
に
灯
を
と
も
 

し
ぬ
 

画
ど
り
て
咲
く
 

り
て
を
れ
り
 

(
 

ーi 
,

 

i

一
 

‘
 

、

ー

 

・ 

H
I
 

"
 

無
き
ぞ
淋
し
く
 
一＼ 

室
 

ト
ョ
 

峡
の
田
の
稲
穂
黄
金
に
色
づ
 

く
を
 

憂
珠
沙
華
の
花
く
ま
 

ど
り
て
咲
く
 

阿
部
 
重
宏
 

ほ
の
ぼ
の
と
明
け
ゆ
く
空
に
 

影
曳
き
て
 

白
鷺
い
く
つ
舞
 

福
原
 
照
子
 

久
々
に
逢
ひ
た
る
友
は
稼
ぐ
 

前
の
 

面
影
そ
の
ま
ま
に
残
 

り
て
を
れ
り
 

菊
池
 

一
枝
 

青
き
波
間
に
舟
一
そ
う
見
ゆ
 

い
づ
こ
に
こ
ぎ
ゆ
く
ら
む
姫
 

ひ
遊
び
を
り
 

生
r
 

減
額
さ
れ
た
年
金
に
 

国
民
年
金
の
く
り
上
げ
請
求
 

国
 

民
 

年
 
金
 
係
 

国
民
年
金
の
老
令
年
金
は
六
 

十
五
才
か
ら
支
給
が
は
じ
ま
り
 

ま
す
。
し
か
し
、
す
こ
し
で
も
 

早
く
か
ら
年
金
を
も
ら
い
た
い
 

と
い
う
人
の
た
め
に
、
本
人
の
 

希
望
に
よ
っ
て
六
十
才
か
ら
六
 

十
四
才
ま
で
の
間
い
つ
か
ら
で
 

も
支
給
さ
れ
る
途
が
開
か
れ
て
 

い
ま
す
。
 

こ
れ
を
老
令
年
金
の
繰
上
げ
 

必
要
で
す
。
 
こ
れ
は
人
道
の
教
 

え
と
思
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
 

青
少
年
よ
り
老
人
ま
で
、
男
女
 

問
わ
ず
健
康
の
た
め
に
入
門
し
 

ま
し
よ
う
0
 

請
求
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
繰
 

上
げ
請
求
を
し
た
場
合
、
そ
の
 

年
金
額
は
、
六
＋
五
才
か
ら
も
 

ら
え
る
年
金
額
か
ら
一
定
の
割
 

合
で
減
額
さ
れ
ま
す
。
 

一
生
涯
か
わ
ら
ぬ
減
額
率
 

た
と
え
ば
二
十
五
年
間
保
険
 

料
を
か
け
た
人
が
く
り
上
げ
請
 

求
し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
 

練
習
期
間
 

練
習
時
問
 

、
 

1 25年間保険料を納めた人が繰 
、上げ請求した場合の年金額表 

島
の
沖
 

額
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。
 

こ
の
減
額
率
は
一
生
涯
変
り
 

ま
せ
ん
し
、
法
改
正
や
物
価
ス
 

ラ
イ
ド
で
年
金
額
が
引
上
げ
ら
 

れ
て
も
同
じ
割
合
で
減
額
さ
れ
 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
 

一
た
ん
繰
上
げ
請
求
 

を
し
ま
す
と
途
中
で
こ
れ
を
取
 

消
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
 

繰
上
げ
請
求
す
る
と
き
は
く
れ
 

ぐ
れ
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
 

ま
す
。
 

繰
上
げ
請
求
は
果
し
て
得
か
？
 

繰
上
げ
請
求
す
る
か
し
な
い
 

請求す 
る年令 減額率 

もらえる 
年金額 

60 才 0. 4 2 273,000円 

6 1 才 0. 3 5 306,000円 

62 才 0. 2 8 338,900円 

63 才 0. 2 0 376,600円 

64 才 0. 1 1 引8,900円 

65 才 0 470,700円 

問合せ 木戸勝正 

電話②ii 67番 

毎
週
月
・
水
・
金
曜
 

午
前
七
時
よ
り
 

九
時
ま
で
 

道
場
 
稲
荷
神
社
（
東
金
田
）
 

か
は
あ
な
た
の
ご
自
由
で
す
が
 

日
本
人
の
平
均
寿
命
が
ど
ん
ど
 

ん
伸
び
て
お
り
、
老
令
年
金
が
 

老
後
の
生
活
の
大
き
な
支
え
と
 

な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
必
ず
 

し
も
繰
上
げ
請
求
が
有
利
と
は
 

い
え
ま
せ
ん
。
 

今
す
ぐ
年
金
が
必
要
と
い
う
 

人
に
と
っ
て
は
、
こ
の
減
額
年
 

金
も
役
に
立
つ
か
も
知
れ
ま
せ
 

ん
が
、
 

一
般
的
に
は
よ
り
豊
か
 

な
老
後
の
保
障
と
し
て
六
十
五
 

才
か
ら
満
額
の
年
金
を
う
け
た
 

方
が
よ
い
と
い
え
ま
し
よ
う
。
 

（ 

中
村
 
繁
生
 

田
村
 
文
子
（
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ク
 

ク
 

ク
 

所

得

税

・

贈

与

税

の

 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

申

告

は

 じ
 
ま
る
プ
・
 

報
 

今
年
も
確
定
申
告
の
シ
ー
ズ
 

町
 

ン
に
な
り
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
四
年
分
の
所
得
税
 

の
確
定
申
告
は
二
月
十
六
日
か
 

ら
そ
れ
ぞ
れ
受
付
け
が
始
り
ま
 

す
。
ど
ち
ら
も
申
告
と
納
税
の
 

期
限
は
三
月
＋
五
日
ま
で
で
す
 

田
が
、
期
限
間
近
か
に
な
り
ま
す
 

と
税
務
署
の
窓
口
は
大
変
混
雑
 

し
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な
 

・ ・
か
っ
た
り
、
長
い
時
間
待
っ
て
 

，
 
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
も
な
 

り
ま
す
の
で
、
申
告
は
で
き
る
 

け
だ
早
く
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

⑥
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
 

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
①
商
売
 

を
し
て
い
る
人
や
不
動
産
収
入
 

号
 
の
あ
る
人
、
土
地
を
売
っ
た
人
 

2
 
な
ど
で
、
昭
和
五
十
四
年
中
の
 

18 

所
得
の
合
計
が
、
配
偶
者
控
除
 

第
 
や
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
 

の
合
計
高
よ
り
多
い
人
。
②
サ
 

ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収
が
 

一
千
万
円
を
超
え
る
人
や
ニ
カ
 

所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
 

る
人
、
給
与
以
外
の
所
得
が
一
一
 

〇
万
円
を
超
え
る
人
な
ど
で
す
 

こ
れ
ら
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
 

方
は
、
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
 

送
ら
れ
て
こ
な
く
て
も
申
告
し
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
忘
 

れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

申
告
の
用
紙
や
書
き
か
た
な
 

ど
の
説
明
書
は
税
務
署
に
用
意
 

し
て
あ
り
ま
す
。
 

所
得
の
計
算
の
仕
方
や
申
告
 

書
の
書
き
方
な
ど
で
わ
か
ら
な
 

い
点
や
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
 

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
 

気
軽
に
税
務
署
に
お
た
ず
ね
下
 

さ
い
。
 

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
は
 

三
月
十
五
日
ま
で
に
納
め
る
こ
 

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
一
度
に
 

納
め
ら
れ
な
い
と
さ
は
延
納
と
 

い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
 

は
確
定
申
告
で
納
め
る
こ
と
に
 

な
る
税
額
の
二
分
の
一
以
上
を
 

三
月
十
五
日
ま
で
に
納
め
れ
ば
 

残
り
の
税
額
は
五
月
三
十
一
日
 

ま
で
に
納
め
る
の
を
延
ば
す
こ
 

と
が
で
き
る
と
い
う
制
度
で
す
 

こ
の
場
合
、
延
納
期
間
中
は
 

年
率
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
 

子
税
が
か
か
り
ま
す
．
 

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
 

書
を
提
田
し
た
人
は
、
あ
ら
た
 

め
て
住
民
税
や
事
業
税
の
申
告
 

書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
 

せ
ん
。
 

住
民
税
や
事
業
税
の
税
額
は
 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
に
記
載
 

さ
れ
た
所
得
の
額
、
そ
の
他
の
 

事
項
を
基
に
県
や
市
町
村
が
税
 

額
を
計
算
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
納
 

税
者
に
通
知
す
る
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
 

⑥
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
 

贈
与
税
と
は
、
個
人
か
ら
財
 

産
を
も
ら
っ
た
と
き
に
か
か
る
 

税
金
で
す
。
贈
与
税
に
は
六
〇
 

万
円
の
基
礎
控
除
が
あ
り
ま
す
 

の
で
、
昭
和
五
十
四
年
中
に
個
 

人
か
ら
も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
 

を
合
計
し
て
六
〇
万
円
以
下
の
 

と
き
は
申
告
は
要
り
ま
せ
ん
が
 

六
〇
万
円
を
超
え
る
と
き
は
贈
 

与
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
。
申
告
に
当
っ
て
、
 

財
産
の
評
価
額
な
ど
お
わ
か
り
 

に
な
ら
な
い
点
は
、
遠
慮
な
く
 

税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

贈
与
税
の
納
税
は
申
告
期
限
 

と
同
じ
三
月
十
五
日
ま
で
と
な
 

っ
て
い
ま
す
が
、
贈
与
税
額
が
 

五
万
円
を
超
え
る
人
で
一
時
に
 

納
税
し
に
く
い
と
き
は
、
担
保
 

を
提
供
し
て
五
年
以
内
の
延
納
 

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

延
 

J間
中
は
毎
率
六
・
」
ハ
 

パ
ー
セ
ン
ト
の
利
子
税
が
か
か
 

り
ま
す
。
 

口
無
料
申
告
相
談
を
 

こ
利
用
く
だ
さ
い
 

確
定
申
告
の
期
間
中
税
務
署
 

で
は
申
告
や
納
税
の
相
談
を
受
 

け
る
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
が
 

税
務
署
の
ほ
か
に
も
次
の
よ
う
 

な
日
程
で
無
料
申
告
相
談
を
行
 

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

◆
税
理
士
会
が
行
う
申
告
相
談
 

日
程
 

※
昭
和
 55 
年
2
月
 27 
日
 

午
前
 10 

時
よ
り
 16 

時
ま
で
 

金
田
町
商
工
会
 

◆
税
務
署
が
行
う
申
告
相
談
 

※
昭
和
 55 
年
3
月
3
日
 

午
前
 10 

時
よ
り
 16 

時
ま
で
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

口
振
替
納
税
制
度
の
お
す
す
め
 

所
得
税
の
便
利
な
納
税
の
方
 

法
と
し
て
、
振
替
納
税
制
度
が
 

あ
り
ま
す
。
 

振
替
納
税
は
、
あ
ら
か
じ
め
 

税
務
署
と
金
融
機
関
に
依
頼
し
 

て
お
き
ま
す
と
銀
行
な
ど
の
預
 

金
口
座
か
ら
振
替
え
に
よ
っ
て
 

納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
 

ら
納
税
の
た
め
の
手
数
が
少
な
 

く
て
す
み
、
大
変
便
利
で
す
。
 

こ
の
振
替
納
税
制
度
を
新
た
 

に
利
用
す
る
と
き
は
、
預
金
先
 

の
金
融
機
関
又
は
税
務
署
に
振
 

替
え
に
利
用
す
る
預
金
の
種
類
 

な
ど
を
記
入
し
た
依
頼
書
を
提
 

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
 

な
お
、
申
告
や
納
税
の
こ
と
 

に
つ
い
て
お
わ
か
り
に
な
ら
な
 

い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
 

軽
に
税
務
署
に
お
間
い
合
せ
く
 

だ
さ
い
。
 

（
電
話
 

0
9
4
7
4
 

④
0
4
3
0
番） 

昭
和
 55 
年
度
保
育
所
 

申

込

み

に

つ

 い

て

 

住
 
民
 
課
 
福
 
祉
 

昭
和
五
十
五
年
度
保
育
所
申
 

込
み
を
左
記
の
と
お
り
行
な
い
 

ま
す
。
 

◇
申
込
み
期
間
 

昭
和
五
十
五
年
二
月
四
日
か
 

ら
昭
和
五
十
五
年
二
月
二
十
 

三
日
ま
で
。
 

◇
申
込
み
書
類
配
布
及
び
提
出
 

先
 金

田
町
役
場
福
祉
係
 

◇
入
所
条
件
 

就
学
前
の
児
童
で
、
そ
の
家
 

庭
の
事
情
が
次
の
い
ず
れ
か
 

の
状
況
に
あ
り
、
児
童
の
保
 

育
に
欠
け
る
場
合
 

在
宅
重
度
身
体
障
害
 

者
訪
問
診
査
の
希
望
 

調
査
に
つ
い
て
 

係
 

住
民
課
福
祉
係
 

o
母
親
が
昼
間
家
庭
外
で
仕
事
 

歩
行
困
難
等
の
た
め
身
体
障
 

を
し
て
い
る
場
合
。
 

害
者
巡
回
相
談
に
参
加
す
る
こ
 

0
母
親
が
昼
間
家
庭
で
家
事
以
 
と
が
困
難
な
在
宅
重
度
身
体
障
 

外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合
 
害
者
で
、
身
体
的
、
地
理
的
条
 

0
母
親
の
死
亡
等
に
よ
っ
て
、
 

件
等
に
よ
り
受
診
の
機
会
の
少
 

母
親
が
い
な
い
場
合
。
 

な
い
方
に
つ
い
て
、
訪
問
診
査
 

o
母
親
の
出
産
家
庭
、
又
は
病
 
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

気
等
に
あ
る
場
合
。
 

希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
福
 

o
母
親
が
い
つ
も
病
人
の
看
護
 
祉
係
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。
 

に
あ
た
っ
て
い
る
場
合
。
 

o
そ
の
他
、
町
長
が
保
育
が
困
 

難
と
み
と
め
た
場
合
。
 

※
現
在
入
所
中
の
方
で
引
続
き
 

入
所
を
希
望
す
る
方
も
手
続
 

き
が
必
要
で
す
。
 

麻
し
ん
（
は
し
か
）
の
予
防
接
種
の
 

希
望
者
の
申
込
み
に
つ
い
て
 

麻
し
ん
予
防
接
種
を
次
の
通
 

り
実
施
致
し
ま
す
の
で
、
希
望
 

さ
れ
る
方
は
役
場
保
健
係
ま
で
 

申
込
み
下
さ
い
。
 

記
 

0
該
当
者
 

生
後
 18 

ケ
月
ー
 36 

ケ
月
ま
 

で
の
者
（
昭
和
昭
年
9
月
 

ー
昭
和
 52 

年
3
月
生
れ
）
 

た
だ
し
、
 

一
回
接
種
さ
れ
 

た
幼
児
は
終
生
免
疫
効
果
 

が
あ
る
の
で
除
く
。
 

e
接
種
時
期
 

昭
和
 55 

年
3
月
ご
ろ
 

田
予
防
接
種
希
望
申
込
み
期
日
 

昭
和
 55 

年
2
月
1

日
よ
り
2
 

農
業
委
員
会
委
員
 

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
 

金
田
町
選
挙
管
理
委
員
会
 

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
農
 

業
委
員
会
委
員
選
挙
氏
・
名
簿
の
 

縦
覧
を
り
月
 23 

F

(t
曜
）
か
 

ら
3
月
費
日
（
出
曜
）
ま
で
の
 

15 

日
間
、
金
田
町
役
場
で
行
な
 

い
ま
す
。
登
録
も
れ
、
選
挙
権
 

の
な
い
人
の
登
録
、
二
重
登
録
 

な
ど
こ
の
期
聞
に
異
議
の
申
出
 

が
で
き
ま
す
。
異
議
の
申
出
は
 

こ
の
期
間
内
し
か
で
き
ま
せ
ん
 

月
 15 

日
ま
で
役
場
保
健
係
ま
 
あ
 

り

 

が
 

と
 

う
 

で
申
込
み
下
さ
い
。
 

、
一
ぐ
・
 

、
 

ミ
 

ノ
 

ーー 

協
べ
 

ー
 

こ
 
ざ
 
い
 
ま
 
し
 
た
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

須
 
藤
 
通
 
生
 
殿
 

、
 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
し
て
 

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
 

で
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
た
 

だ
き
ま
す
。
 


